
高田製薬の経営理念には、人々の健康への貢献を通じた幸福と共栄への願いが明記されています。これらは、当社事業の特
徴や事業活動の方針となり、従業員ひとりひとりの思い、高田製薬への思いに繋がっています。また、事業活動に対するス
テークホルダーの印象や評価から、より広い社会的観点を持った事業活動への意識が芽生えています。高田製薬では、これら
を 2020 年に CSR ビジョンに盛り込み、事業の関連性と社会への貢献度の観点から、2022 年に高田製薬 CSR 重要課題（マ
テリアリティ）を設定しました。

設定した重要課題（マテリアリティ）については、関連する課題やリスクを洗い出し、具体的な取り組みを推進しています。
また、ステークホルダーからの要請や社会の変化などを踏まえ、定期的に課題設定の妥当性などを確認し、必要な場合には更
新していく考えです。

高田製薬CSR重要課題（マテリアリティ）の特定プロセス

経営理念
　私たちは研究開発型企業とし
て、常に技術の向上を図り、独創
的な製品を開発し、高品質の製
品を適正に供給することにより、
人々の健康に貢献し、社会的信用
を確保するとともに、会社の発展
と社員の幸福および協力者の共栄
を求めて事業を進めて参ります。

ステークホルダーの声

⃝飲みやすさを追求しており、多
くの保護者や子どもからも評価
されている。

⃝味がさらっとしていて良い。分
包する際に分包機に付かないの
で助かる。

⃝工場見学をして、メーカーとし
ての品質追求の姿勢が充分に理
解できた。

⃝GMPの取り組みにより製品に
対する信頼性を高める様々な努
力をされている。 CSRビジョン

私たち高田製薬は、飲みやすく 使いやすい 
くすりを提供することで、患者さんや医療関
係者に貢献するとともに、企業倫理と透明性
の維持を図り、地域社会の発展に寄与し、地
球環境を守ることで、すべての人々に信頼さ
れる企業を目指します。

CSR重要課題（マテリアリティ）
⃝医薬品の品質確保及び安定供給
⃝法令遵守、公正・誠実な事業活動
⃝サステナブル調達の推進
⃝健康寿命の延伸・社会貢献活動・子供達への支援
⃝多様な従業員が働きやすい職場環境改善・整備の推進
⃝環境保全への対応

高田製薬の思い
（TAGチーム・各部署の取り組み）

強み・弱み╳機会・脅威

⃝“小児のTAKATA”としての存在
感をさらに高める

⃝“製剤工夫”で選ばれる製品を届
け続ける

⃝期待に応える“技術力”を追い求
める

⃝競争力のある”低コスト構造“へ
転換する

⃝社員一人一人が課題を捉え、
“課題解決”に向けて行動する

（中期経営計画TAKATA2020-2022）
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